
○大学等における原子力関係学科履修
者が急激に減少

○原子力産業の技術者数は増加傾向を
維持

○特に製造業の技術者数は海外マーケ
ットに対応して急増すると予測

優秀な原子力技術者が不足する懸念
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＜文部科学省「学校基本調査」の「原子力工学課程」「原子力理学課程」在学生の合計＞

原子力関係学科・専攻の在学生数の推移 全原子力産業技術者数予測
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原子力産業総
技術者数：
（海外分10％
相当受注）

製造業等技術
者数：
（海外分10％
相当受注）

電気事業者技
術者数

＜（社）日本原子力産業協会データ＞

全原子力産業技術者数予測

※１

※２

※１ 電機工業会会員のうち、
原子力部門の技術者数

※２ 電気事業者１１社

国際的な原子力研究・教育を行う広域連携大学拠点形成

福井大学附属国際原子力工学研究所
イメージ模型

建物はできても、十分な人材育成
や研究開発の実施が困難

国内外の原子力産業人材に対するニーズが高まる中、
次代の原子力産業を担う優秀な人材の輩出が低迷

[施設概要]
（構 造） 鉄筋コンクリート造り３階建て
（規 模） 約６，８００㎡

原子力システム研究開発事業が削減



高速増殖炉（ＦＢＲ）を中心とした国際的研究開発拠点の形成

原子力立国計画

・高速増殖炉実証炉は２０２５年頃に実現

・２０５０年より前商業炉の導入開始

研究開発拠点の形成に支障
実用化研究が停滞

資源の乏しい我が国において、原子
力を基幹電力としてぶれないエネル
ギー政策を推進することが困難

高速増殖炉サイクル研究開発が凍結

プラント実環境研究施設イメージ図

[高速増殖炉実用化研究]
・プラント実環境研究施設（仮称）

高温液体ナトリウム環境下のプラントの実際の環境を模擬し、
ナトリウム取扱技術の高度化等の研究開発を行う試験研究施設

・新型燃料研究開発施設（仮称）
日仏米の共同研究による新型燃料を研究開発する施設



・地域の特性を活かした産業活性化が停滞
・ダイオキシンの除去など環境問題への対
応の遅れ

エネルギー関連技術に関する産学官連携事業の促進

〔その他の今後の研究開発予定〕
○イオンビームによる植物工場用野菜の新品種開発
生長性のよい育種条件（照明の色や時間、温度等）に関する研究を実施。
新たに開発された品種については、商品化に向けて品種登録する予定。

○イオンビームによる細菌変異株を用いたアセチルグルコサミン製造技術開発
品質の安定化、製造管理の方法に関する試験を実施。

○気泡駆動型無動力液体循環式ヒートパイプの開発と実証展開
冬期の実験結果を踏まえ、実用化に向けた機能向上、コストダウンの改良。

汚染土壌にて浄化特性の評価

実証
試験

○２年間の成果
ビーム変異によりダイオキシンの分解酵素を
多く出す微生物を開発に成功。

○２２年度の展開
ダイオキシンを含んだ土（５０㍑）の実証化
試験を実施。安全性等の確認。

○白色腐朽菌を用いたダイオキシン類
処理システムの開発

微生物相解析技術
の確立

○繊維の難燃加工剤（ＨＢＣＤ）を分解し
無害化するシステムの開発

○２年間の成果
有害物質を繊維材に吸着し、電子線により分
解することに成功。

○２２年度の展開
テストプラントを製作し、実証試験を実施。
電子線の代わりに紫外線を用いたコスト縮減

これまで２年間の研究成果
が活かせなくなる可能性

科学技術振興・産学連携事業が廃止

テストプラントにて評価

実証
試験

吸着効果、分解性能
(無害化）を確認



エネルギー研究開発拠点化計画 将来マップ

※赤字が拠点化計画に基づき整備が進められている施設等

移設

高速増殖炉（ＦＢＲ）
を中心とした国際的な
研究開発拠点の形成

国際的な原子力研究・教育を
行う広域連携大学拠点の形成


